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第２章　自然風景の概念分析
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12 の自然風景　観察と経験
cloud

○観察：現象であること、形があるもの（遠景）ないもの（近
景、内部）境界は曖昧であること、小さな水分の集積であ
ること、浮遊していること、雨を降らすもの、透明度がい
ろいろなもの、気流によって動くこと、種類が多様である
こと、多層であること

○観察：表面は波があること、内部は水の塊であり比較的
動きが可視化されないこと（等質である）、水流があること、
光の透過は深度が大きいほど小さくなること、水泡が浮上
していく、岸ほど生物の密度が高い

○観察：常に頭上に存在すること、様相は季節によるもの
から晴天、曇天、雨天などのおおまかな分類をもつこと、
太陽光のプリズム・乱反射などの現象により朝焼け、夕暮
れなどの様相をもつこと、色彩をもつこと

○経験：いつの間にか内部にいる、太陽光の様相を如実に
つくる、内部はホワイトアウトする、

○経験：地上からは海の内部は見えづらいこと、表面の波
ほど動きが細かく多いこと、透明～青～闇という深度の色
彩フェーズがあること、

○経験：太陽光の様相を如実につくる、朝焼けや夕暮れの
ときが最も変化が激しい、風景としては常に雲と一体とな
ること

○経験：いつの間にか内部にいる、太陽光の様相を如実に
つくる、内部はホワイトアウトする、

○経験：波は小さく細かい、始まりと終わりがあるもの、
キラキラと光ること、

○経験：原っぱの広さは想像できるが、草の高さはわから
ない、原っぱの形状はおおまかにしかわからない、見渡す
ことができる

○経験：視界が普段と変化すること、傘の中にいると領域
が形成されること、雨音は拡散すること、冷える、水溜り
などを形成する、雨粒自体は見えづらく光の反射によって
見える、

○経験：流動体のような動きをすること、

○経験：日常的には遠景としてあるもの、登るという行為
を伴うもの・連想させるもの、天候を映し出すこと、シル
エットがあること

○経験：いつの間にか内部にいる、太陽光の様相を如実に
つくる、内部はホワイトアウトする、

○経験：光のなかにものがあると影ができること、光が無
いと暗闇になる、グラデーショナルであること

○経験：床壁天井が連続し素材も一体であること、人が通
れない広さや大きい部分もあること、

○観察：現象であること、境界は曖昧であること、小さな
水分の集積であること、地面に沿うように浮遊しているこ
と、発生条件は湿度と気温が関係すること、濃度があるこ
と

○観察：水の流れそのものであること、浅いほど急流で深
いほど穏やかになること、幅の広さは様々であり、砂州な
どの地形的副産物を生成すること、滝や池などの様相を途
中に持つこと、海へと流れ込むこと

○観察：背の高くない草が茂っている原っぱ、木はほとん
どない、同種の草が生えそろう。風に揺らぐ。

○観察：現象であること、雲（空）から降る水分（雨粒）
であること、雨粒の大きさやスピード感、密度がさまざま
であること、境界が曖昧であること、地面を濡らすこと

○観察：小さな砕屑物や化石片の集積であること、ゆえに
山などとは異なり特定の形態をもたないこと、風や海の流
動体により常に変化すること、砂漠、河川の下流、河口、
海岸、海底など、様々な堆積環境下で観察される。 

○観察：地形形状であること、隆起していること、尾根、
谷など場に高さの違い（位相）があること、土や溶岩石の
塊であること、連なることがあること（連峰）

○観察：現象であること、境界は曖昧であること、小さな
水分の集積であること、地面に沿うように浮遊しているこ
と、発生条件は湿度と気温が関係すること、濃度があるこ
と

○観察：光は波動と粒子としての性質をもつ、プリズムに
よって複数色に分解される、虹は空気中の水滴がプリズム
の役割をする

○観察：洞穴であること、出口はなく光が全く届かないと
ころがある、内部形状は広く狭くなったり上下に変化する
こと
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第３章　現代建築の具体的手法　

　私は自然風景と建築の関係性に興味があります。現在

の均質的に構築された建築空間構成に対し自然風景がも

つ空間特性や概念を適応させた時、より豊かで一義的で

はない空間あるいは風景が立ち上がるのではないか。そ

ういった課題意識から本研究を始めました。

　例えば森は、外から見ていると森の風景だけど、森の

内部に入り込んだときに様相が一変するという経験は誰

にもあるはずである。逆に言えば、森自体が中と外に向

けた風景を内包しているとも言える。またよく観察して

いると、木々はまるで柔らかな壁のように独特な距離感

を生み出しているし、地面は枯葉や草木によって腐葉土

のカーペットのようだ。上を見上げれば、幾十にも重なっ

た枝葉は屋根そのもののように見えてくる。このように、

自然風景は建築空間を眺めているような錯覚、あるいは

見立てのような現象を引き起こす可能性を秘めているよ

うに考えられる。

　かつて原始人が森のなかに棲家を見つけ出していたよ

うに・・・。

　高温多湿な気候で山岳・森林地帯
が大きい日本においては、生活環境
をつくる大きな要因として建築との
関係性を見出し、独特な建築構法、
意匠を生み出してきた。特に中世以
降の「見立て」といった自然物を自
然物に例える方法は日本の文化・芸
術的側面として深く関係し、自然風
景と建築の関係性を重んじてきたと
考えられる。

　近代以後の工業生産と経済の発展
に伴い、日本においても自然と建築
の関係はあらゆる意味において、一
度分断された。合理化された建築の
要素－床、壁、屋根－の建築の要素
を明確に分割し構築する手立てが一
因であると考えられる。

　近代以降に近代建築のもつ均質性
を批判し、「新・親自然」的な建築を
創造することを理論立てた建築家に
原広司氏がいる。「様相論」を中核と
するその思想は今日に至るまで建築
設計と連動してながら展開を続けて
いる。本研究における学びを得るこ
とを目的とし原氏の思想と実践の関
係性を初期研究とした。

　自然風景を分析するにおいて個々の自然物、自然

現象を取り上げ分析を行う。その際東洋と西洋にお

ける自然風景の認知は、それぞれ客観性と主観性を

重要視していることから、本研究で双方の姿勢を踏

襲する。

　

現代に行われた建築設計における具体的手法をさら

に細分化し、一般化を行った。複数の建築作品に見

らえる手法を取り上げ、その特徴を抽出しビジュア

ルしている。それらはヒエラルキーなく扱うことで

レシピ的に応用できるものとして捉えられると考え

ている。

自然風景のアーカイブ

文化圏の風景認知差異

分析

認知

参照

抽出

細分

1. 建築要素
4 4

の見立て

2. 建築素材
4 4

の見立て

3. 機能との関係性

4. スケールの自由

　建築は近代以後、要素が床、壁、屋根と

いったものへの分類が自明なものとされて

いる。自然風景には構成要素がない。雨の

日に生まれる新しい天井 ( 曇天 ) や壁 ( 雨

の水滴 )、環境 ( 音や匂い ) のように、建築

における要素を一度解体し、自然風景的な

るものを取り入れ要素に見立てる。

現在の画一化されている建築素材利用の再

解釈を促す。これは日本の伝統的手法の「見

立て」と同一の意味をもつ。雨の水滴がも

つ透過と反射などの現象性や、霧のもつ半

透過性や、洞窟がもつ触覚性を、現代の建

築素材に見立てる。

　原始人が行っていた森のなかのある空間

を住まいとみなすような行為を促す。例え

ばリビングをリビングのための空間として

つくるのではなく、自然風景がもつ空間構

造のなかから使い手が機能を見つけていく

ような、より原始的な関係性をつくる。

　自然界のなかにはスケールはなく、かつ

自然風景がもつスケールは風景を眺める主

体の主観的なものである。そうした性質を

建築構成にも適用する。よってスケールの

根拠はヒューマンのそれに限らない姿勢を

とる。

　建築制作への手続きのために、自然風景の一般概念と建築
設計における具体的手法を分析していくなかで得た学びをま
とめた。

- ４つの再解釈 -
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自然風景的存在型

カテゴリー

関係性 手法カテゴリー 具体的手法カテゴリー 定量化具体化

内容 例

カテゴリー 内容 例

カテゴリー 内容 例

形状型
自然風景のもつ形状、例えば谷や丘のような場の形状をモチーフに建築を構
成し、内外ともに位相空間と場をつくること。

京都駅ビル
ぐりんぐりん

造形型
山や雲などの自然風景の造形を建築の全体あるいは部分により再現するこ
と。建築表現的なものが多く、記号的な造形や抽象的な造形などがある。

ヤマトインターナショナル
東京武道館

sakenohana
道の駅あいづ

内容

内容

内容

内部造形型
建築の全体や外観ではなく、内部において自然風景的造形を取り込む。多く
は木がもつ造形を構造体などで再現するもの、また雲などの曲線的造形を装
飾的に再現するもの。

現象型
雲や霧などの現象を表現する。内部空間におけるものが多く、インテリアや
インスタレーション的作品が多い。実際に霧を発生するものから、雲を連想
させる素材や形態を用いているものが見受けられる。

ミラノサローネLEXUS会場
designtide tokyo メイン会場

ルール型
森や雲などがもつ自然の合理的なルールを建築構成に適用するもの、あるい
は自然風景のなかで主観的な経験をルール的に捉え適用するもの。着眼点は
構造や平面。断面構成、スケールなどに置かれ、結果的に空間そのものが視

KAIT工房

表層型
建築を取り囲む外皮において自然風景的な存在を目指したもの。特に素材へ
の注視や、多層的にすることで行われる。

S・T・Mハウス
北京オリンピック水泳競技場

銅屋根草回廊
サイエンスビルこまつ緑化型

緑の多い敷地などとの連続性を高めるため、建築の外皮を緑化するもの。屋
上緑化が多く、それらは地形に埋まるようなものも目立つため形状型との親
和性が高い。

素材型
地域に特有な素材や環境への配慮のための廃材利用などにより建築を構成す
るもの。外皮などの化粧材や構造体への転化が多い。

石の島の石
三輪窯

自然風景応答型

境界型
建築境界にある部材を工夫する。特に自然に対し溶け合う、曖昧な境界にす
るものが多く、部材スケールを小さくしたり（ルーバー）、透明感のある素
材（パンチングメタル）をもちいる。

森／スラット
川里村ふるさと館

環境型
その地域がもつ環境との一体化をするもの。特に２０００代以降地球環境へ
の注視が社会的に重要しされたことから注目され、省エネ的な意味から芸術
的ものまである。空気環境デザインという要素が強い。

佐世保の実験住宅
犬島アートプロジェクト

技術応答型
地域がもつ特有の気候への対処として特殊な建築技術をもって応答するも
の。風環境や積雪など多岐にわたるが、結果的によりその地域に対し自然風
景としての態度を強くとるものを本研究では調査対象としている。

牧野富太郎博物館
札幌ドーム

抽象化型
自然風景を一度抽象化して、内部空間に取り込むもの。太陽光や森などの環
境対象とされ、外皮の素材や内部の機能と連動して生活空間をつくる姿勢が
強く、現象性が高い。

宇都宮のハウス、
ウィークエンドハウス

開口型
周囲の自然風景を、建物の開口を工夫することで抽象度を高くして内部に取
り込む。フレーミングの仕方や配置、大きさなど微細な工夫があり、内部の
構成もそれらを起点に行われる。

八ヶ岳の別荘
スモールハウスH

豊島美術館
愛知大学言語情報共有センター地形応答型

敷地がもつ地形に対し受動的な姿勢をとり地形と一体化すること、あるいは
あえて対照的、自律的な建築がたつことを意図するもの。双方とも建築構成
は対極的ではあるが、自然風景的態度がある。

共生型
既存あるいは植樹などによる木々や水盤などと建築が同一敷地内に互いに共
生しあうもの。自然を風景的に捉え、同時に環境的にも付与するような関係
性が目立つ

羽根木の森,
天神山のアトリエ

自然風景的存在・応答型
複合型

ひとつの建築内に様々な手法を用いて、存在型、両立型を別々に実現する手
法。高さのあるもの、横方向に大きさがあるものに目立つ。

宮城県図書館

飯田市美術館
ルーヴル美術館ランス別館

道の駅ましこ
静岡県富士山世界遺産センター

構の郭 
潜水士のためのグラスハウス

toilet in nature
森山邸

反射型
周囲の自然風景に対し反射する外装材を用いて、溶け込み一体化して風景化
するもの。自然風景を一度外皮にて映すために抽象度が高い。また建築構成
や形態、素材スケールへの注視もされる。対照風景は中景、近景、空が多

造形対応型
一体となって風景的存在になることを目指すもの。反射型と異なるのは建築

建築と自然風景、それぞれがもつ要素や部分を等価にみなして環境を作りだそ
うとする態度。建築は風景的になり自然風景は建築的に捉えられるし、同時に
補い合う。

の造形などを工夫することで遠景とも調和する点。反射型と比較すると現象
性は低くなるが、永続性が高い。

等価性型

庭型
庭というスケールの小さなものを工夫し、建築との一体性を高くしたもの。
生活の機能との連携度も高くなり、都市的スケールとの親和性が高い。

建物単体で自然風景のような存
在を目指しているもの。自然風
景を直喩的に解釈したものから
抽象度を高めたものまである。

その地域や敷地がもつ自然風景
、環境に対し受動的に構え、応
答するかたちで建築をつくる。
建築単体では自然風景的特徴を
獲得できない。その方法は多岐
にわたるが、自然風景的なもの
へ注視されているものを調査対
照としている。

建築単体では自然風景的にはな
り得ず、周辺環境と対応するか
たちで自然風景的存在をめざす
もの。あるいはひとつの建築で

それぞれの特徴を両立している
もの。
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全体的なモチーフの造形

部分的なモチーフの造形

遠景との調和

近景との調和

構造によるモチーフの造形

埋め込み 屋上緑化

映り込み

オーバーレイ

曖昧な境界

アトラクター

光のレシーヴァー

地形化

壁面緑化

外皮における現象性

外皮における風景の抽象化

部座スケール、 配列

技術による環境への応答

機能と風景、 現象の関係性

部材の反射加工

内部における現象性

回遊性、 シークエンス

環境性、 省エネ

既存自然の保存、 共生性

景への方向性

微分性

借景の顕在化

自然環境の模倣、抽象化

建築と庭の等価性

空気環境をつくる

フレーミング

素材によるモチーフの再現

廃材の再利用

武蔵美図書館

屋上緑化・埋め込み スラブの地形化 地形への応答 現象の素材化 現象の微分化 現象の発生

構造のルール化 構造の形態化外皮による光の抽象化 装置による光の抽象化 外皮による風景の抽象化 素材の転用

軽さ・浮遊 抽象形態による応答 抽象空間による応答 具象形態による応答 自然物の全体的記号化 自然物の部分的記号化

ガラスのオーバーレイ 水面の反射折れ込み・オーバーレイ境界の粒子化 映り込みによる溶け込み外皮素材による応答

モチーフの平面計画庭と機能 内在化 混在化 既存自然物との共生 技術による応答

廃材の利用シークエンス開口の工夫 空気環境をつくる 地下化・地熱の利用構造と設備の一体化

〈様相論〉

建築

それ以外の分野

一般概念

具体的手法

思想内容の一般化

研究

建築設計

メタフォリカルな言い回し 具体的概念化

様々なサイズと機能

一般概念 具体的手法

〈自然風景論〉

自然風景に関する

観察と経験

建築設計のスタディ

study
社会実装
model

現代建築における

設計手法

建築化

応用

S M,L,XL...

抽出

第３章

第６章

第４章

調査・

分析

制作

メタフォリカルな言い回し

具体的概念化

S

建築・都市的研究建築的研究

M
サイズ

プログラム

配置・構成図

L XL

居住空間＝基本的空間の最小単位 多様なプログラム

Ｓ：居住空間
プール

納骨堂

商業施設
図書館

高層ビル
首都高速

Scenery
Scenery

Scenery

Scenery

Scenery

Scenery

Scenery
Scenery

Scenery

L~XL　混成系　配置型M~XL　混成系　融合型　１敷地１建物＝１敷地１風景 L~XL　スケール拡張

Scenery

S-model　建築スタディ M～XL-model　社会実装

集合住宅

Building Scenery

=

Ｍ： L： XL：

roof

解体

自然風景の一般概念を適用

floor

scenery

encloser

調査項目
雑誌等に掲載された年

設計概念に示される風景対象の言語

建築と自然風景の関係性

自然風景のもつ特性

建築に落とし込む手法

適用に重点が置かれる部分（壁、屋根など）

1. 発表年
2. 建築作品名
3. 設計者
4. 自然風景言語
5. 作品概要
6. 一般概念
7. 具体的手法
8. 適用部分

内部における現象性 微分性 内部における現象性

構造におけるモチーフの造形素材によるモチーフの再現 自然環境の模倣

部分的モチーフの造形

外皮における現象性 映り込み

空気環境をつくる

オーバーレイ

遠景との調和

技術による環境への応答

部材スケール

曖昧な境界

建築と庭の等価性

借景の顕在化 景への方向性 回遊性 省エネ環境性

廃材再利用 既存自然の保存・共生

外皮における風景の抽象化

近
景
と
の
調
和

地
形
化

光
の
レ
シ
ー
ヴ
ァ
ー

埋
め
込
み

西洋・・・　land scape 

                      　=「land」+「scape」

                      　=「土地」＋「景」
見る位置と瞬間的な様相が重要視されている。

「風情」、漂う時間存在の様相が重要視されている。

東洋・・・　風景＝「風」＋「景」

（客観性）

（主観性）

見る位置と瞬間的な様相が重要視されている。

「風情」、漂う時間存在の様相が重要視されている。

　原広司の言説が登場する頃から、当時の若手建築

家のなかに自然風景からインスピレーションを受け

たように建築設計を行うものが増え始めたように思

われる。そうした建築家のような「自然風景を建築

設計の設計概念の中核に据える作品」を本研究の調

査対象とする。日本建築学会作品集や新建築等の雑

誌類を用いて、原の様相論が発表された 1987 年ご

ろから今日までのものを調査した。調査項目は右図

に示すように、自然風景言語と建築との関係性、建

築に落とし込む具体的手法、それらの基盤となる一

般概念と作品概要（設計概念）などとする。

　原広司の具体的手法におけるネーミングを学びと

しながら、現代建築家の手法を抽出した。それらは

右図右項目に整理され、定量化している。その際、

建築がもちうる自然風景に対する姿勢の３型と具体

的手法との関係性をカテゴライズしている。（手法

カテゴリー）自然風景との関係性は３型にまで絞ら

れるものの、現代における建築設計手法は多様化し

ていることが全体から考察され、手法は複合あるい

は単一に用いられていることがわかる。

　観察・経験の分析を踏まえ、様々な自然風景が共

通してもつ構想や空間特性を「自然風景の一般概念」

として抽出する。

　これらを自然風景論的に建築設計を行う場合に建

築空間がもつ一般概念の代わりに自然風景の一般概

念を適応させる。モダニズム以降、一般的な建築空

間の構成はに壁 (encloser)、床 (floor)、屋根 (roof)

などの要素に分解することができるが、自然風景論

的に建築を思考する際はそれら要素を一度解体し自

然風景の一般概念を基底に再構築することで、新し

い建築構成が獲得できるのではないかと考えられ

る。

　以上の自然風景と建築の関係性における分析

考察をもとに、建築スタディとしての Smodel を

制作する。さらに自然風景論を社会実装すべく、

Smodel を M~XLmodel に拡張していく。サイズ

アップに応じ、その建築がもつプログラムを適宜

決定していった

　初期研究で分析された、原氏の研究内容を参照し

本研究のフローを作成した。

自然風景にまつわる客観的事実及び観察と経験

から得た自然風景の持つ空間概念を「一般概

念」と定義づける。また現代建築における自然

風景を設計概念の中核に据えている建築作品を

調査し、手法や概念を抽出し「具体的手法」と

し定着化を図る。そのうえで２、３章で考察し

た点を再解釈をしながら現代における自然風景

と建築の関係性を再構築する。　



　雨が降ると視界が滲み、雨音は粒の
集積であり、あらゆるものが濡れ色を
変え、独特な匂いを発する。水たまり
ができて風景を映し、人の歩いたり立
ち止まるところがいつもと変わる。身
近な雨にまつわる現象を抽象化・細分
化し建築化した。雨風景をプリントし
た不透明ガラスで外壁をダブルスキン
で構成し、青暗く滲む風景を再現した。
窓の開閉でその不透明度は変化する。
雨が降るとダブルスキンの合間を雨水
は滴り（プリントとオーバーレイする）、
土間や光庭に水たまりをつくり活動場
所を制限させる。屋根は内部に空気層
をつくり雨音を反響させ、ガラス部分
は雨の波紋を作り出す。

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

具体的手法

具体的手法具体的手法

具体的手法

メタファー

具体的手法

カテゴリー

メタファー

具体的手法

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

具体的手法

カテゴリー

メタファー

具体的手法

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

カテゴリー

メタファー

雨＿１
自然風景

具体的手法具体的手法 具体的手法

具体的手法 具体的手法

外観風景

1Fplan

S=1:300

All drawings

内観風景

A-A`section

　雲や霧などの小さな水粒の集積から
成る現象の多くがそうであるように、
雨という現象も複数の意味で境界が曖
昧で、いつのまにか雨の中にいた、あ
るいは降ってきた（強くなったや弱まっ
た、など）という経験がある。雨粒は
とても小さくて知覚できるのは線的な
存在であり、光がうまく当たらなけれ
ば見えづらい事も多い。そこで構造材
（引張）は極細のワイヤーと設備管を
兼ねた鉄骨パイプ（圧縮）で構成する。
傘をさすように内部を線材がゆるやか
に領域を形成し視界をぼやかす。また
設備管を抜ける風は温度調整され、暖
かいあるいは冷たい風をくれる。

A`

detail
熱媒

風
温風 or 冷風

曖昧な境界 /建築と庭の等価性 /自然環境の模
倣、抽象化 /部座スケール、配列

曖昧な境界 /自然環境の模倣、抽象化 /外皮にお
ける現象性 /内部における現象性 /オーバーレイ

自然風景存在型 自然風景存在型

自然風景存在・応答型

自然風景存在・応答型

自然風景存在・応答型自然風景存在型

自然風景存在型自然風景存在・応答型

自然風景応答型

自然風景存在型自然風景応答型

自然風景存在型 自然風景存在・応答型

自然風景存在型

自然風景応答型

自然風景存在型

自然風景存在型

自然風景存在型

自然風景存在型

雨が降ると視界が滲み、雨音は粒の

detail section S=1:100

A A`

雨＿ 2
自然風景

外観風景

雨層の家

B1Fplan A-A`section

カテゴリー カテゴリー

メタファー

雨が流れ込む

ガラス

ガラス グラスウール

プリントシート

プリントシート

耐熱シート

自然風景

メタファー

外観風景

水庭

1Fplan A-A`section

　海や池、水がもつ日常的な性質に水
面の反射がある。角度よく反射して壁
や天井に映し出されるゆらゆらと揺れ
る水面は水の存在を間接的に表すもの
だとも考えられる。そこで大きな水盤
を設けそれ自体周囲の風景を映し出す
役割を与え、天井を鏡面仕上げとし形
状はゆるやかな逆円錐型とした。日中
は自然光、夜は内部光により、水盤は
天井に映し出される。実際のと映し出
される水面との狭間に生活空間はつく
られる。風を取り入れれば様相は一変
するだろうし、天候によって微妙に表
情を変えていくために同じ様相をつく
ることは二度とない。

A`

外観風景

海＿１

A

太陽光
水面の反射

自然風景

外観風景

無縁の森 クラムボンの家

川面を建てる

1Fplan A-A`section

外観風景

森＿１

　森そのものの風景をつくる。木々を
新しく植樹しやがて人工とも野生とも
つかない森が生まれるだろう。森の空
間は奥行きをもち幹の間は独特で、絨
毯のような落ち葉など・・・住居のよ
うに見えなくもない。そこに円形平面
で中央に大きな空虚をもつ建築を配置
した。室内は最小限な面積にしたこと
で、空虚は森の中のリビングあるいは
中庭のように、幹や枝葉は曖昧な壁、
屋根のように見立てられる。室内は森
の中を歩くような感覚をえる。上階は
枝葉スケールに適応するように階高を
低くし、より閉鎖性の高い空間になっ

A A`

Forest _Grid

森＿ 2

　森がもつ性質の一つに、①様々な樹森がもつ性質の つに ①様々な樹
木や植生が極めて複雑だけど合理的な
ルールのもと現象として共存している
②上方向ほど、樹木の枝葉が細分化し
て密度が高まる、事が挙げらえれる。
それらを抽象化し再現するとき、木造、
とりわけ在来木構造が考えられた。人
工的な合理的ルール（グリッド生成、
構造的強度など）の上に、柱梁、ブレー
スの大きさや密度を変化させ構築す
る。そこで生まれる空間はさながら森
のような奥行きや音の拡散や木漏れ日
のような現象をもち、幹を登り枝葉の
なかに潜るようにして上階に向かう感
覚を得る。ガラスやカーテン、断熱材
を要所に取り入れる。

自然風景

外観風景

1Fplan A-A`section

A A`

川＿１

川＿２

自然風景

外観風景

具体的手法

B1Fplan A-A`section

　川は始まりと終わりがある水の流れ
そのものである。山々から流れ落ちて
大きくなり、滝やたまりなどの様相を
へながら海へ流れていく、そういった
流れをスケールを凝縮して再現した。
川の中に潜り込み、深く進みながら暗
い海底へ進む、道のように抽象化さ
れた空間である。上部は水面のように
ガラスで覆われ、壁はコンクリートと
した。川上の細く小さな空間や川下の
ゆったりとした広い空間がそこに生ま
れ、明るさ暗さや水面の調子と関係し
ながら機能が配置されていく。

1Fplan

S=1:600

A-A`section

　川の流れのなかにはもちろんドアが
ないように、境界は存在しない。魚が
そうするように全ては境目のない流れ
の中で現象は起きる。そのようないつ
の間にか大きな流れの中にいるけれど
少しづつ変わっていくような空間を構
成した。入り口からは動線方向に境界
はなく全体の川の幅が広がり、それぞ
れの赴く部分へ流れていく。水面を
もっており、川の様態に応じて風景を
映し出している。そういった様相を立
体に立ち上げてより広く風景を映し出
し、内部行われる行為により少しづつ
映す様相が変化するような自然さを取
り入れる。

A`

S-model
自然風景と建築の関係性を思考するスタディとしての建築設計

自然風景

外観風景

見立ての海

B1Fplan A-A`section

海＿ 2

　海に潜ると水面に見た波の動きは消
え、真っ青な世界に没入する。どこま
でも等質に見え、透明だけど遠くは見
えなく、大きな動きはない。潜るほど
光の濃度は減って視界は暗くなる・・。
そういった経験や想像を抽象化した。
壁、床、天井材を可能な限りガラスを
用いる。不透明で青黒いシートを貼ら
れたガラスは多層構造により海のよう
な奥行きを持ちうると考え、さらに水
面から深海までガラスのモジュールを
大きくしていき空間の線の情報量を減
らすようにした。一部のガラスは抜く
か水面のそれは開閉式にすることで光
が差し込む様相を生ませ、同時に空気
循環を図るようにした。

A
A`

外観風景

自然風景

外観風景

雲を渉る

A-A`section

外観風景外観風景

雲

1Fplan

3Fplan

2Fplan

4Fplan

　雨同様に小さな水粒の集積から形成
される雲は境界が曖昧である。飛行機
ならば気がついたら雲の中にいる。遠
くで見上げたら、視覚上で境界を見定
めることはできることがある。そういっ
た雲の様相を、経験と観察に分割して
思考し再現する。外装にメタルメッシュ
を吊り下げ、浮遊感と柔らかな境界を
もたせる。また階段をメタルメッシュ
の 間などに設け、移動する間におい
て境界を消去する構成にする。曲面の
スラブをずらしながら積層させ、浮遊
感とともにまるで雲の間を移動するこ
とを想起させるようにした。よって階
段はむき出しにし、各階をボリューム
とみなした。

A A`

霧＿１

　霧の存在感と内部に溶け込む経験を
抽象化した。境界が曖昧になり実態の
つかめない様子は霧は小さな水分の集
積によりものだから、極小の素材と
間である寒冷紗を外装に用いた。構造
は細い鉄骨でメッシュ状にくみ上げる。
さらにカーテンやメタルメッシュなど
の類似する素材を重ね合わせ視覚的境
界が消失させ、開閉性を与えることで
霧が晴れるように透過度が上がる現象
性を与えている。全角度からの多層性
を与えるため、また霧の内部は上下
方位の感覚が鈍くなることを考慮し入
れ子状の構成にした。最も深い部分に
ヒューマンスケール空間となる寸法を
当てている。

A A`

自然風景

外観風景

白昼夢の家

B1Fplan A-A`section

detail section S=1:100

ガラス

寒冷紗

霧＿１

　霧または雲がもつ性質の一つにどこ
まで内部に行っても白濁した世界であ
ること、構成は水分の集積でしかなく
均質な構造であることが挙げられる。
そうした性質を抽象化し、均質なグリッ
ド構成にし開口もすべて同一サイズと
した。どの部屋に居てもそこが平面の
どの部分に当たるのか明瞭ではない。

A
A`

自然風景

外観風景

顔のない家

B1Fplan A-A`section

　洞窟は地層において様々な理由で生洞窟は地層において様々な理由で生
まれた洞穴である。それらは立体的に
掘られていて、かつて原始人にとって
のシェルターでもあった。現代の言葉
で言えば彼らは大きめのスペースをリ
ビングに、暗い奥を寝室のような場所
に見立てたのだろう。現代における方
法として、地表を持ちあげ地層をあら
わにし、洞穴を掘るように内部空間を
構想した。どこをどのように使うかは
やはり現代にも同様である。野生的に
自分の居場所を見出していく。地下は
地熱の恩恵をいただけるし、土で断熱
性能を担保することで環境を構想した。

洞窟＿ 1

A A`

自然風景

外観風景

洞の家

1Fplan A-A`section

洞窟＿２

　水平洞窟の抽象化である。長く水平
に続く洞窟はやがて光が届かなくな
り、深奥は暗闇となる。水平に続く空
間をボックスの並列配置にて再現し
た。開口は最小限にし採光は入り口
から取り入れるもののみを理想として
みる。奥に進むにつれ暗闇の濃度が増
し、住人はそれに応じて振る舞いをみ
つけていくだろう。もしかしたら現代
の 1K のアパート空間の並列のように
なるかもしれないし、全く原始的な住
まい方になるかもしれない。内装素材
は床壁天井全て同一素材とし、つなぎ
目を消すディティールとする。

自然風景

外観風景

水平井戸

1Fplan

A-A`section

空＿１
自然風景

外観風景

空の床

1Fplan A-A`section

外観風景外観風景

A

　空は常に頭上にあるけれど、室内に空は常に頭上にあるけれど 室内に
長くいる事の多い我々現代人にとって
は身近だけれども遠いような存在かも
しれない。なんとなく仕組みは知って
いる空の様相は、とても過激に変化し
ていて特に朝焼けと夕暮れは西と東そ
れぞれ赤く燃えているように見える。
そういった空の様相を受け止め空に囲
まれているような建築をつくる。外部
に少しの平らな部分と半鏡面処理をし
た丘のような部分をつくり、内部は反
転するように空模様が滲む空間にした。
空は常に頭上にあるし、季節や 1日の
時間の中で変化する空の様相や光の角
度におうじた空間の使い方をできるよ
うに構成をしている。

detail section S=1:200

マジックミラーシート
強化ガラス
耐熱シート

A`

空＿２
自然風景

外観風景

空の塔

1Fplan
A-A`section

　空は常に頭上にあるけれど、室内に
長くいる事の多い我々現代人にとって
は身近だけれども遠いような存在かも
しれない。なんとなく仕組みは知って
いる空の様相は、とても過激に変化し
ていて特に朝焼けと夕暮れは西と東そ
れぞれ赤く燃えているように見える。
そういった空の様相を受け止め空に囲
まれているような建築をつくる。外部
に少しの平らな部分と半鏡面処理をし
た丘のような部分をつくり、内部は反
転するように空模様が滲む空間にし
た。空は常に頭上にあるし、季節や 1
日の時間の中で変化する空の様相や光
の角度におうじた空間の使い方をでき
るように構成をしている。

A`

外観風景

空は常に頭上にあるけれど 室内に

A

光
自然風景

外観風景

薄暮の場

1Fplan

A-A`section

外観風景

　光は波動であり物質に対し反射と拡
散をし、光が届かない部分は影となる。
光と影は対極的な関係性をもち、境界
ははっきりしたり曖昧であったりする
が、その関係性より建築空間をつくる
ことを考えた。ルーバーは境界をつく
る原初的な建築的操作だが材を薄くか
つねじりを加える事で、光の境界性を
多様化した。ルーバーで外壁を包囲し、
内部の機能してルーバーのねじる部分
を操作した。閉鎖性を求める場所はルー
バーは閉じ、部分的な開放性をねじり
によって与える。外観からは光と影の
グラデーションが見られ、それらが与
える内外の関係性を察する事ができる。

A A`

自然風景

外観風景

砂の女の家

1Fplan

A-A`section

観風景

　砂漠は砂一面に広がる広野であり、砂漠は砂一面に広がる広野であり、
乾燥した過酷な環境である。地形は吹
きすさぶ風により砂の移動が長い年月
をかけて生まれたものだ。砂漠の流動
性と自律性をスケール縮小して人工化
したものが公園の砂場ともいえるかも
しれない。そこで行われる子供が砂を
つかって造形したりすることを今度は
生活レベルまでスケールアップしてみ
る。風という自然のように、住人の生
活に合わせて砂を操作する。掘れば閉
塞性が高まり、盛り上げて壁のように
見立てたり、どこでも土間のようにみ
なせたり・・。一部開閉式の壁で囲った。

A A`

砂漠
自然風景

ちいさなやま

1Fplan

A-A`section

山 遠く ら見 大 な面をもち、　山は遠くから見ると大きな面をもち、
空の様相を映し出し、近くで見ると風
化した岩や小石まである。そういった
スケールの横断による異なる様相を同
居させる。ときには岩のように、時に
は山のように・・。素材はコンクリー
トを用いて、型枠は通常の板を用いた
り、そのままに硬化させたり、砕いた
りする。風化という山が受ける長い時
間の洗礼を施工の短期間に行うことで
時間軸におけるスケールの横断を想像
した。山は登る行為を連想させるよう
に、外部には階段を設けた。内部空間
は外部を反転させたような空間とし、
穿いた孔から入る光を受け止める面を
もたせた。

自然自然風景自然 景自然風景自然自然風景自然風景然風景然自然風景自然然然風景

山

A A`

自自然風自然風景自然風景自然風景自然風景自然風景然風景自然風景自然風景自然風景風自然風景自自然風景自然風景景然風自然 景 草原
自然風景

外観風景

めくらやなぎの家

B1Fplan A-A`section

　まるで果てしなく広がる草原が一部果 広が 草原が 部
がそこに輸送されてきたかのような建
築を想像した。草原は一般的にあまり
背が高くない草に一面覆われるようイ
メージを我々は持っている。しかしこ
の建築・風景は中央部分ほど人がすっ
ぽり入るほど窪んでおり、草の背の高
さがそれを見させないようになってい
る。都市風景からは草原のように見立
てられ、住人からは草原の中に潜って
いくような身体性が獲得される。建築
内部は冬は地熱で夏は草のつくる冷涼
な空気により保たれる。建築の風景の
中における存在感をできるだけ消去し
ていく方向の試みだと考えている。

A`
A

雨中の家

映り込み /オーバーレイ /曖昧な境界 /建築と庭
の等価性 /内部における現象性 /部材の反射加工

曖昧な境界 /自然環境の模倣、抽象化 /空気環境
をつくる /外皮における現象性 /内部における現

象性 /埋め込み

曖昧な境界 /建築と庭の等価性 /自然環境の
模倣、抽象化 /機能と風景の関係性

映り込み /オーバーレイ /曖昧な境界 /回遊性 /
共生性 /建築と庭の等価性

全体的なモチーフの造形 /自然環境の模倣、抽象
化 /機能と風景の関係性

映り込み /オーバーレイ /光のレシーヴァー /外皮
における現象性 /全体的なモチーフの造形

具体的手法

具体的手法具体的手法具体的手法

具体的手法具体的手法具体的手法

映り込み /遠景との調和 /外皮における風景の抽
象化 /光のレシーヴァー

曖昧な境界 /映り込み /遠景との調和 /光のレシー
ヴァー

地形化 /機能と風景の関係性 /部分的なモチー
フの造形 /環境性

曖昧な境界 /オーバーレイ /素材によるモチー
フの再現 /部座スケール /微分性

機能と風景の関係性 /抽象空間による応答 /全
体的なモチーフの造形化

建築と庭の等価性 /自然環境の模倣、抽象化 /
機能と風景の関係性

曖昧な境界 /外皮における風景の抽象化 /部材ス
ケール /光のレシーヴァー /機能と風景の関係性

曖昧な境界 /埋め込み /屋上緑化 /環境性 /建築
と庭の等価性

自然環境の模倣、抽象化 /地形化 /
機能と風景の関係性

光のレシーヴァー /全体的なモチーフの造形 /
地形化

曖昧な境界 /オーバーレイ /自然環境の模倣、抽
象化 /素材によるモチーフの再現 /部座スケール

/微分性

一般概念 具体的手法 モデル作成

第３章
自然風景 現代建築

第４章 第６章

　第 3章で取り上げ分析した 12 の自然風景と建築との新しい関係性をそれぞれ

スタディし１９のモデルを生成した。第４章で分析された具体的手法を抽出し、

再解釈を進めながら用いている。スタディされたモデルには各々にメタフォリカ

ルな言い回しをあてることでタイトルとしている。
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M-model

L-model

社会実装地域になじむＭサイズの建築。ビッグスケールにはなりえない大きさであるからこそ、日常の風景に溶け込むような建築風景を創出することを目指す。

地域に対し大きさのある施設の計画。生活から都市風景へとまたがるスケールの可能性を探る。 

-model -model

M
-model

M
-model

1f plansite plan

光の半透過空模様の反射水面の反射

S=1:800S=1:2000 N

N

　プールという施設は水の大きなたまり場であるし、現象を常時起こす娯楽施設である。プー
ルがもつ水面や陰の移ろいの風景を増幅する建築を設計する。海＿１と空＿１の造形言語を融
合して内部および外部空間を形成し「プールで泳ぐ」行為に連動する建築計画をした。屋根の
下面にはプールの水面が反射され、泳ぐ人の影やそれに伴う波による映像が内外部に投影され
る。施設の営業状況に応じて風景は異なる。中庭部分は空に囲まれるなかでの屋外プールとなり、
壁には空と水の様相が映し出される。その異なるプールをつなぎその他機能を内包するべく光
のルーバーを壁に採用した。プールの風景と内部を光の量でゆるやかに分断される。

プール
海＿１ 空＿１ 光

墨田区 スポーツ健康センター

プログラム

プログラム プログラム

プログラム プログラム

採用モデル

採用モデル 採用モデル

採用モデル 採用モデル

敷地　　　　

敷地　　　　 敷地　　　　

敷地　　　　 敷地　　　　

　カテゴリー

カテゴリー カテゴリー

カテゴリー カテゴリー

混成系　融合型

short section

long section

空に囲まれた中庭のプール

1.エントランス
2. ホール
3. 事務室
4. 機械設備室
5.W.C
6. ヨガ教室
7. 更衣室
8. 遊泳スペース
9. 屋外遊泳スペース

1.

3.

4.

5.

2.

6.

8.

9.

7.

7.

日常と距離を日常と距離をおいて雨の風景にの風景に景にいて雨の風景に祈る祈る礼拝堂。祈る礼拝堂。祈 雨の日に、風景雨の日に、風景は一変する。は一変する。は

1F plan long section

short section

S=1:500site plan S=1:1000 N N

1. 事務・受付
2.W.C
3. 礼拝堂
4. 納骨場
5. 水盤

long section S=1:500

S=1:2000site plan

B2F plan short section

long section

B1F plan site plan site planS=1:1000 S=1:2000 S=1:5000

S=1:1000 S=1:1000

S=1:1000

都市のなかに埋都市のなかに もれる図書館ともれる図書館とれ とる図書館と風景風景景

7.

1. 受付
2. 事務室
3. 倉庫
4. こども読書
5. 機械設備室
6.W.C
7. 多目的室
8. 展示室
9. 書庫
10. 休憩スペース
11. 静寂閲覧室
12. 検索スペース
13. 館長室
14. メディア
　　スペース

6.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

1. 着替え室
2. 事務室
3. 倉庫
4. 倉庫
5. 機械設備室
6.W.C
7. 書庫
8. 特別

1.

3.

5.

6.

6.

7.
8.

4.

2.

short section

long section

S=1:2000

S=1:2000

どこまでも等どこまでも等質だけど、少し異だけど、少し異ど 少し異どどど なり続けるなり続ける内部なり続ける内るな 空間

standard floor plan 1. 店舗
2. 機械設備室
3. W.C
4. 集合住宅玄関
5. 事務室・受付

S=1:2000 N

図書館の都市における存在は、蔵書をする機能と図書する機能、それに地域の憩いの場である。蔵書をするのは日光を遮り温度環境を一定
に保つことが必要であるが、地下空間はそれに適している。そこで本を海底に沈め保管しつつ、利用者は草原で憩いながら図書を楽しめる
環境を計画した。俯瞰してみると草原に中の沼のような様相を呈する。防災広場でもある地上部分は、公園のような場所となるように図書
館は象徴としての姿を消去され、機能に全うしながらもランドスケープのような、新しい地域の図書館風景を提案する。

　現代の都市のおける中規模、大規模商業施設の特徴のひとつに、外部への視線を通さない内部の完結性と最大限のレンダブル比で確保
された店舗スペースの並列にある。閉じた均質性が前提となる構成は霧のようであるともいえる。そこで商業施設全体を霧のような空間
に見立て計画した。利用者（消費者）はやがて霧中に取り込まれ、自分の場所を見失いながらも消費活動を行うだろう。店舗はキラキラ
と設えるのではなく謎めいた空間のなかで不思議な魅力を讃えながら、個性を露出していく。

　納骨堂という施設で配慮されるべきことのひとつに、距離感があると思われる。
俗世との距離感、生活感との距離感などのように、その施設に人にとって眠る人、
訪れる人にとって心地よくかつ疎外感を生まない距離感をつくることを念頭に設計
を行う。自然風景のなかで距離感を生み出すものとして、少しだけ非日常風景を生
み出す雨を選定した。納骨堂を雨＿１がもつ曖昧な境界性を、雨＿２がもつ個室化
しうる境界性を選択し、俗世との距離感、納骨とその行為までの距離感をつくりだす。
また雨＿２の建築構成により雨の日に様相は変化する。雨の日こそあるいは礼拝に
よりふさわしい日となるように計画した。

納骨堂

雨＿１ 雨＿ 2 混成系　融合型

新宿区　東福院

　現代における集合住宅に見られる類似する部屋の配列を、森がもつ垂直及
び水平方向の場所性や距離感の違いを集合の形に転用する。森＿１の Sモデ
ルをスケール拡張し垂直方向に各住人の居住空間を配列した。住人は森のな
かの開放と閉鎖性のなかで機能を割り当て生活を行う。大きな森を共有し、
同じ場所はどこにもなく、季節に応じて住人間の距離感も変化していく。決
して各個室のスペールは広くないものの、見ようによっては森全体が自分の
スペースとも見受けられるし、一般的な集合住宅に求められる広さ、高さと
は比較基準が異なってくると考えられる。

集合住宅 世田谷区　羽根木の森　

スケール拡張型森＿１

図書館

海＿２ 草原 混成系　融合型

商業施設

霧＿１ 霧＿２ 混成系　融合型

NN

5F housing plan

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

1 1 1

1

1

1

1 1

2

3

4

1

5

台東区　中央図書館谷中分室　 渋谷区　表参道ヒルズ

雨景のような佇まい　雨景のような佇雨景のような佇まいまい

森によって生ま森に森によって生ま森によって生まって生よ てに れる距離感と住れる距離感と住れる距れる距離感と住感と住れれ 住住ままいまい　まいまい　ま

森そのもの森そそそそのものが都そのものが都そ 市に現れる。市に現れる。

空に囲まれた中空に囲まれた中まれた 庭のプール庭のプールルル

水面が都市のな水 かに建ち上がるるち 。。

水面に囲われ、れ 光の陰影によっ陰影に っって区切らてて区切られていて区切られ切られていく内部。く内部く内部。く

海底としての閲海底としての閲海底としての閲海底としての閲の閲閲海 覧・蔵書スペー覧・蔵書スペ覧・蔵書スペー覧・蔵書スペー蔵蔵覧・蔵書スペースペーススススススス

立ち上り消えて上り消え いくような外ような外観。
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第 5章　メタボリズムしていく自然風景

XL-model 都市のビッグネスを、大きな自然風景のような存在と見立てる。

最も空に近いオフィフィス空間

standard floor plan1F plan

section
S=1:1000

S=1:1000

事務室、受付、店舗

1F
2F

12F　ホール

18F　多目的スペース

29F　ホール

41F　展示スペース

62F　ホール

67F　展望台

専門学校

専門学校

専門学校

専門学校

専門学校

standard floor plan

site plan S=1:2000

standard section

standard plan

外皮

柵

歩行用通路

　超高層ビルは最も空に近い空間をもつ建築である。もっと空に近づいた場所にオフィスがあれば、作業
環境も変わるかもしれない。またビッグネスとなる建築に対しいかに空に溶け込むことができるかを風景
の観点から再考してみる。空＿２をスケールアップさせた。搭乗比が通常とは異なるスケールであるため
に各階層の延べ床面積は小さくなるものの層は多くなることから全体延べ床面積は一般的なオフィスビル
とは相異ない計画とする。空に対するビルの境界とは別言語を用いて、足元は森のような軸組みによる複
雑性、あいまい性を与えることでビル群の地上レベルの環境を整えることを目標とする。

高層ビル

空＿２ 森＿２
混成系　融合型

新宿区コクーンタワー

プログラム プログラム

採用モデル 採用モデル

敷地　　　　 敷地　　　　

カテゴリー カテゴリー

　都市風景を横方向に走るビッグネスには首都高速やモノレールがある。それらは空
を分割している無愛想な土木である。一方、都市の夜景を俯瞰してみたときに見渡せ
る首都高速の様相は光る川のようだ。川＿２を採用し、川面のような外皮を与えるこ
とで、内部は川の中を流れるような、外部からは川を都市を横切っていくような風景
が生まれる。川の水流は場所によって様々であることを考慮すると、モノレールや首
都高速に適用できるし、それらは土木がもつ時間的な単調さを無くしていく。

首都高速道路

川＿２ スケール拡張型

00　 SCENERY METABOLIZING

01　現実性

02　更新性

03　汎用性

　S~XLmodel が様々な匿名の敷地において建築

化されていくとき、都市風景はゆるやかに変革し

ていくだろう。建築が様々なスケールを横断しな

がら積極的に「風景化」していく点に特徴がある。

　本研究では自然風景をその手がかりにしている

が、それらのもつ意義は特に以下の 3項目に考察

された。

　具体的手法を実例から学びとしていることや、

小規模な敷地をも対象となることから、比較的に

理念を現実化するハードルは低くなっている。理

念を理念で終わらせずに、社会実装をすることを

現実的に目標としている。

　対象敷地を東京都内に設定したことは、未だに

新陳代謝は活発であり風景が更新されている。自

然風景のような建築がそのサイクルの中に忍び込

み、少しずつ都市風景を建築が崩していく可能性

は十分に残されていると考えられる。

　自然風景の概念化を本研究では主観的考察を

ベースにし、具体的手法は定着化される指標と

ビジュアル化の方法を採った。そうした主観的観

察や定着化を促す方法は、個人の多様な観点を受

け入れながら発達していくことができるため、現

代の情報化社会との親和性は保たれると考えられ

る。

00　はじめに

01　自然風景のような建築　を都市へ

02　「１敷地に１建物」→「１敷地に１自然風景」

03　建物利用を一義的から多義的へ

　私は都市風景と建築の関係性に興味があります。都市風景

をつくりだすのは建築や土木の集積の結果であり、時間のな

かで変化していくものですが東京の風景はなかなか変わらな

い。建築そのものの建ちあがり方を今までとは異なる視点で

再考することが、都市風景を変化 ( 最適化 ) させていくひと

つの方法なのではないかと考えています。

　ところで、自然風景は以上に考察されたメタボリズム的要

素 ( 自己更新性、隙間、均質ではないこと ) をもともと内包

している存在、概念である。本研究では自然風景のような建
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築が都市に配置されていったとき、都市風景はどのように変
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

革されていくか
0 0 0 0 0 0 0

、という観点で考察してみたい。具体的な考

察は第 5 章に記述。

　現行の制度に則るとき、１敷地にもた

らされるのは１建物から１自然風景へと

捉え方がシフトされる。１敷地ごとにゆ

るやかに自然風景は生まれていく＝メタ

ボリズムしていく。

　現在はプログラムの制約が強くそのまま建物の利用の仕方

も決定されているが、自然風景はどのように利用するかは自

由である。原っぱは時に公園になり、時に集会所になり、時

にピクニック広場になる。そういった使い方の慣用性を建築

にもたせたい。都市風景は利用する人々の姿によっても更新

＝メタボリズムされていくだろう。

　東京の風景は相変わらず高度経済成長期の延長戦を続けて
いるように思われる。経済論理と大資本の基に行われる都市
計画 ( トップダウン ) ではどうもヒューマンスケールのある
計画は難しい。しかし日本の都市は新陳代謝が激しく建築の
更新性は早いという背景をもとに近年はボトムアップ式に小
さな建築風景から見直しを始める動きは多い。
　それに近い思想でかつて行われた「メタボリズム」運動は
建築そのものが更新され時代に応じて縮小拡大される可能性
を示したものだが、建築躯体を更新することの現実的なハー
ドルの高さが仇となり撤退を余儀なくされたと考えれる。
　今日は塚本由晴や北山恒などの建築家が「ヴォイド・メタ
ボリズム」と呼称される、東京特有の建物の隙間＝ヴォイド
をゆるやかに紡ぎ、均質な都市風景を心地よい空間に最適化
させていく思想が垣間見れる。

自然風景の自然風景の自然風景の然風景の然風 メタボリズメタボリズメタボリズメタボリズム概念図ム概念図ム概念図ム概念図
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